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よう動画を編集した。図2はAdobe Premiere Pro CS3の編
集画面である。前述のように処理することによって投球

































































平均(SD) 変動係数 平均(SD) 変動係数
ストライク 4.02(0.50) 0.12 5.37(0.97) 0.18
残ピン有り 4.28(0.60) 0.14 5.13(0.72) 0.14
スペア成功 4.10(0.70) 0.17 4.68(0.48) 0.10






平均(SD) 変動係数 平均(SD) 変動係数
ストライク 6.05(0.49) 0.08 5.20(0.65) 0.12
残ピン有り 5.77(0.89) 0.15 5.22(0.50) 0.10
スペア成功 5.25(0.98) 0.19 4.95(0.52) 0.10











































































































































































慣れているソフトであったためAdobe Premiere Pro CS3
を使用した。再生カウンター機能のある動画処理ソフト
でコマ送り、コマ戻しのできるものであれば他の動画処
理ソフトを使用することも今後検討していきたい。また、
本研究では動画分析終了後に投球時間をExcelにて入力
したためデータ入力に時間がかかった。今後、測定した
データを動画編集した際に同時に入力できるよう工夫、
検討していきたいと考える。 
 
(2)投球時間の分析について 
 本研究では4名の国体代表選手について分析を行いその
傾向を分析した。結果として、ストライク時の投球時間
とそうでない時の投球時間に各選手の特徴が現れていた。
その結果より、投球するタイミングやスピードなどボー
ルを投球する際に選手のベストパフォーマンスの状態で
一定にすることができるようになれば、投球結果に反映
されてくるのではないかと思われる。また、投球時間と
結果に関する原ら(2012)の研究でも述べられているよう
に、今後も心理サポートを継続していく中で、重要な大
会時の選手の心理面のコントロールは重要な課題になっ
てくる。時間を計測し、フィードバックできる環境を練
習や大会時に作ることができれば、心理面を安定させる
ことにより、スコア(結果)を安定させることへ結びつけ
ることができるのではないだろうか。今後も、ボウリン
グ選手の投球時間の計測、フィードバックを実践場面だ
けでなく練習場面でも行っていきたいと考える。  
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